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〒355-0807埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL：0493-56-6123  FAX：0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

春が過ぎ、梅雨を迎え、これから暑い夏がや

って参ります。夏の暑さは驚異的ですが、その夏

を楽しんで過ごせるようイベントを企画して参りま

す。 

編集責任者  たかい  

 

 

■リハビリ通信 

生活ケア部 入所課課長 あらい 

■ スタッフブログ 

広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設 

での取り組みや、日々の行事等を載せています。 

是非一度下記 URLにてご覧下さい。 

 

 

 

 

 いづみケアセンターの庭にある梅の木には毎年立派

な梅の実が生ります。利用者様からも「早く梅の実を漬け

よう！」と声をいただいており、梅干しやジュース作りに

色々チャレンジしています。 

リハビリにおいても利用者様の活動参加の場面を活か

し、梅のヘタ取り作業など経験から培ったアドバイスを皆

様からいただいています。こうした活動には手指の巧緻性

など、身体に対する意味だけでなく懐かしい記憶に触れな

がら、過去の経験を活かして語らい合うこと、完成したもの

を皆で楽しむことなど様々な効果や意味があると考えてい

ます。 

今は出来上がりを楽しみにしているところです。 

 

 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 
※個人情報保護観点から職員の氏名はひらがな表記とさせて頂いております。 

梅干し＆梅ジュース作り 

「新任課長として大切にしていること」 

 

令和7年4月、私は生活ケア部入所課の課長としての任に就く事となりました。この重責と共に

新たな役割を果たす中で、私が何よりも大切にしているのは、理念である「心」です。この理念は

私の仕事への取り組み方や、利用者さまを始めとする多くのスタッフとの関りにおいて中心的な

指針となっています。相手を思いやり支え合う事、新任課長として利用者さまの傍らに寄り添い頼

りになる存在でありたいと考えています。 

 先日、認知症の周辺症状が強く現れていた利用者さまがいらっしゃいました。はじめは職員

を寄せ付けない程の症状がありましたが、目を見て名前をお呼びして挨拶することから始め、

徐々にあいさつを返してくださるようになり、信頼関係を構築することができたケースがありまし

た。このことから、利用者さまとは目線をあわせて、常に尊敬の念を抱き接することがとても重要

であると改めて感じることができました。私はこうしたたくさんの経験から教えていただいた学びを

職員の教育にもしっかりと活かして、困っている利用者さまの助けになれるよう、職員教育にも尽

力して参ります。 

老健施設としての役割の中では、生活面を支え在宅復帰を目指す事は大切なことですが、そ

こにばかり執着せずに何が大切なのかを考え、利用者さまが笑顔でいられる事を考え実行して

いきたいと思います。更に一緒にいづみで働くスタッフの声に耳を傾けながら、安心して働ける環

境を整えていく事や、不安を抱える仲間をサポートし力を発揮できるように背中を押していく事が

私の課長としての責任であり、使命だと思っています。私は使命をもってこの仕事に取り組む覚

悟です。利用者さまやスタッフの幸福の追求。困難な状況に直面することもあるでしょう。その際

には、私は「心」を基本とした行動を通じ全ての利用者さま、スタッフ達との信頼や絆を深めてい

きたいと思います。チームの一員として、そしてリーダーとして、これからの新たな挑戦に向けて

心を持って進んで参ります。今後、利用者さまとそのご家族からのご意見を賜りながら、更なる安

心できる環境作りに全力で取り組みたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

天皇陛下をお出迎えしました 

第 75回全国植樹際が埼玉県の秩父ミュ

ーズパークで開催されました。ご臨席され

た天皇陛下が当施設の前をお通りになりま

した。私達も日の丸を手に公道に並び楽し

みにお待ちしておりました。いざ目の前を

天皇陛下が通られた時は利用者様も歓喜

のあまり涙される場面もありました。 

埼玉県警への協

力により感謝状を

頂きました。 



 

 

 

 

 

６月１１日に出前寿司レク開催！毎回好評の新鮮なネタ満載の出前寿司。今回も近隣のお寿司屋さんか

らお寿司を配達して頂きました。利用者様からも「お寿司は大好物！」と楽しみにされている声をたくさん聴き

ました。注文したお寿司は握り寿司やちらし寿司、ネギトロ丼や鉄火丼まで種類も豊富、いつにも増して食欲

アップも頷けるような新鮮なネタの数々に「美味しいね」「おなか一杯！」と大好評の企画になりました。 

たまには出前もいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１日から３日まで季節の湯を開催。今年もこの時期恒例の菖蒲湯！ 

湯舟に浮かぶ鮮やかな緑の菖蒲は季節を感じる事が出来雰囲気も抜群。 

古来から無病息災や邪気払いを願う意味があり、血行促進に効果があると 

親しまれている菖蒲湯。手に取ると菖蒲の爽やかな香りが漂い、気分も 

リラックス！「良い風呂だ！」と季節の湯を存分に楽しまれていました♪ 

心と体がほぐれる時間になりました。 

通所課では夏飾りを制作しました。事前のパー

ツ作りから完成までたくさんの利用者様に関わっ

て頂き、涼やかな作品が仕上がりました。 

※日本の夏の風物詩、ホタルをテーマにした作品

です。ホタルと幻想的な光が表現されています。 

季節の湯 菖蒲湯 

新鮮！美味しいね！出前寿司 

 

 

６月１９日に新企画ところてんレクを初開催！今回、仕上げ

作業は利用者様にチャレンジして頂きました。押し出し器にとこ

ろてんをセット！一気に押し出すといつもの綺麗に細長くカット

されたところてんの出来上がり。  暑い季節にサッパリ！酢と

醤油の合わせ酢が見事にマッチ！つるッと喉越し良く頂けまし

た。 

５月１９日と２０日に福祉・医療関係者モニター会を開催致し

ました。ご多用の中ご参加いただいた皆様、誠にありがとうござ

いました。 

今年度は当施設に導入された先進的な ICT 機器をご紹介。

参加者の皆様には実際に機器に触れ体験して頂く事が出来ま

した。 

ご参加の皆様より今後のサービス発展につながる多くのご

意見を頂戴しました。職員一同今後も研鑽を積んで参ります。 

快晴の青空の下、綺麗なグリーン、ア

イスクリームの白がとっても映えますね。

そして一口飲めば昔懐かしの味わいに

利用者様からも「美味しい！」と好評の

声。お代わりされる方も多数でした。汗を

かいた後のお風呂上がり、気温が上がる

午後に嬉しい、目で見て良し！飲んで良

し！ヒンヤリ冷たい季節感溢れる爽やか

なクリームソーダを皆様に楽しんでいた

だく事ができました。 

 

福祉・医療関係者モニター会 

入所課新企画！ 

 ところてんレク 

シュワッと爽やかクリームソーダ 

通所リハビリテーション 

 
 

入所課のたなかさんが合

同入職式に参加致しまし

た。県知事など多くの参

列者を前に代表者挨拶を

立派に成し遂げました。 

合同入職式で代表挨拶 

リハ機器入りました 

景色を眺めながら筋力トレ

ーニングができます。 


